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　洞松寺は曹洞宗の大きな禅寺で、室町時代初めに喜山性讃というお坊さんが開きました。猿

掛城主庄氏や毛利氏の帰依をうけ、最盛期には備中国を中心に、1200の末寺を従えるような大

きなお寺として栄えました。現在の境内には町内最大規模の本堂をはじめ、山門・庫裏、坐禅堂、

鐘楼などが今に伝わっています。

この建造物について
  けん    ぞう   ぶつ

           とうしょう じ　           そう とうしゅう　　　　                          ぜん でら　 　むろ まち                   　                                き    さんしょうさん　　　　                             ぼう　　　　　                                                                   　さる

かけじょうしゅしょう   し　　 もう     り      し　        　き       え　　                                さい  せい    き　                     びっちゅうこく　                                                                                   まつ    じ　         したが

                                                                            さか　　                                                                 　　けい  だい　　                                                            き      ぼ　           ほん  どう　                                              さん もん　       く       り　        ざ   ぜん   どう

しょうろう

洞松寺
とうしょうじ

高梁川流域の

指定文化財（建造物）

たかはしがわりゅういき

し　　てい　 ぶん　　か　　ざい けん   ぞう   ぶつ

   ば    しょ

    え     ど       じ    だい

場所
・ 矢掛町横谷

じ     だい

時代
・ 江戸時代
指定年月日

・ 平成23（2011）年
   7月25日
所有

・ 洞松寺

  し     てい  ねん  がっ    ぴ

しょ   ゆう

  や　かげ ちょう よこ だに

けん がく

見学

へい せい

とうしょう　じ

けん がく か

見学可


